
クラブ精密 平成 28年度（第 29回）総会報告 

 昭和 62年 10月 24日舞子ビラで行われた「恩師鳴瀧良之

助先生を囲む会」（参加者 91名）の席上「名称をクラブ精密

とし年１回総会実施－最後の一兵まで－」を、故杉谷正廣会

長（P1）、代表幹事 島一雄（P5)、残り 10クラスから 1名ず

つの幹事を決め発足した。精密機械科は、昭和 16年 12月卒

から昭和 26 年 3 月卒まで 12 クラス 636 名卒業生の絶版学

科由団結力強固。KTC 第 81 号 42 頁に作表通り順調に会員

高齢化に耐えながら会友・KTC 事務局に支えられながら第

28回をクリアすることができました。 

 第 29回総会は、平成 28年 5月 31日最近民活で話題にな

っている神戸空港見学を実施しました。（平成 11年 9月埋立

着工、平成 18年 2月 18日開港、年間 300万人が利用する空

港で、札幌・茨城・東京・長崎・鹿児島・沖縄と結ぶ国内 13

位の利用者が神戸三宮から 18 分の利便性の高い空港として

使用されている。） 

 当日は行事日和に恵まれ、空港施設の全貌に接することが

出来、参加者一同満足、ポートピアホテル「聚景園」から航

空機の発着を見ながらの懇親会。脚力の弱った仲間にも配慮

した行事と一同に喜ばれる。 

 卆寿を越えた代表幹事の現況では来年度第 30 回記念大会

を企画実行できそうです。ここまで来たら記念大会を無事・

盛会裏に、実施したいものとパワーリハビリに励んでいます。 

「100歳に聞けば 100歳短か過ぎ」 

 

*クラブ精密の現況（平成 28年 7月 5日現在） 

 卒業者数 636名、死亡者数 399名、生存者数 237名 

クラブ精密代表幹事 島一雄(P5) 
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クラブ精密 第 29回総会(平成 28年) 寄せ書き 

 

 


